
Ｑ１ 生涯学習というのは「いつでも，どこでも，だれでも」

できる学習だそうですが，どうしても大人向けの学習と

いうイメージがあります。子どもたちを含めてどのよう

な学習を生涯学習と呼ぶのでしょうか？

Ａ 生涯学習は決して大人向けだけの学習というわけではありま

せん。

夢を持ったたくましい子どもを育てていくためには，学校で生

活するだけでなく，家庭や地域社会をはじめ，学校外で様々な体

験活動を行うことも重要です。

例えば，子どもたちが，川で遊んだり，山に登ったりと自然の

中でいろいろな遊びをすることを通じて学ぶことも立派な生涯学

習です。なぜなら，子どもたちは自分で様々な工夫を凝らしなが

ら遊ぶことによって創造性を養い，自然の中でその厳しさや優し

さ，美しさを知り，動植物に対する愛情をはぐくむことができる

からです。

また，家庭でお手伝いをすることによって，責任感や自立心を

養ったり，博物館や美術館などで様々なものに興味を持ち，見た

り触ったりして学ぶことなども生涯学習です。

このように子どもたちの身近なところにも生涯学習の機会はた

くさんあります。

今，私たちの身の回りには，子どもや大人を問わず，学校や会

社だけでなく，地域社会などのいろいろな場所で，興味や関心の

あることを学んだり，様々な文化活動やスポーツ・レクリエーシ

ョン活動，ボランティア活動に参加できる機会がたくさんありま

す。仕事や自己啓発あるいは趣味や生きがいのため，学校や会社

以外の場所で経済学を勉強したり，音楽に興味を持ってピアノを

習ったり，旅行に行って異文化に触れてみたりと，いろいろな理

由から，やりたいと思ったことや学びたいと思ったことを自分に

合った方法で学習すること…それも生涯学習です。

もちろん，大人が自らのキャリア・アップのために学ぶことも
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大事な生涯学習の一つです。なぜなら，急速な技術革新によって

今や絶えず新たな知識・技術を習得する必要に迫られており，学

校教育修了後も学習を続けなければ変化に追い付けなくなってい

るからです。また，高齢者が様々な学習活動を通じて社会参加を

行うことなども，社会にとって有意義な生涯学習活動であると言

えるでしょう。

このように生涯学習にはこうでなくてはならないというものは

なく，子どもから大人まですべての人々が生涯を通じていつでも

自由に機会を選んで学習することが生涯学習なのです。

文部省では，多様な学習の機会と場を整備し，学習の機

会や学習の成果を活用できる場に関する情報を提供するこ

とにより，人々が，生涯のいつでも，自由に学習機会を選

択して学ぶことができ，その成果が適切に評価されるよう

な社会である「生涯学習社会」の実現に向けて，様々な取

組を進めていきたいと考えています。

川の怖さと楽しさを知ったラフティング わらじ作りを真剣に学ぶ子ども

教育改革 Q&A ～教育改革に関する様々な疑問にお答えします～
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